










The purpose is to clarify the circumstances of baby stroller use on trains and buses. 
Mothers living in the Tokyo metropolitan area that use baby strollers were asked to fill out a 
self-administered anonymous questionnaire. Baby stroller users were physical obstacles to 
others when they use trains and buses. Moreover, the users felt guilty toward the passengers 
around them.
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名）、3 歳が16％（21名）、4 歳が 2 ％（ 2 名）
であった。ベビーカーをほぼ毎日使用している
者が23％（31名）、週に 2 ～ 3 回が25％（32
名）、週に 1 回が25％（33名）、月に 1 回が26








































電車とホームの間に隙間に車輪が引っ掛かりそうになる 57％（  71名）
電車を利用する際のルールがわからない 56％（  70名）
人と接触しそうになる 45％（  59名）
駅構内に利用できるトイレがない 37％（  46名）













































段差をなくす 56％（  71名）
車両のなかにベビーカー等を置くスペースを設置する 53％（  67名）
ホームと電車の隙間をなくす 47％（  60名）
















全く思わない 0 2％（  2名）











乗降者の近くにベビーカーを置いた時 9％（  9名）
ベビーカーが一車両に数台ある時 4％（  4名）
ベビーカーが人にぶつかる（ぶつかりそうになる） 13％（13名）
周りの人に嫌な顔をされる 11％（11名）
乗り降りに時間がかかる 4％（  4名）
エレベータでの場所をとる 2％（  2名）












ベビーカーをたたむことができない時 10％（  8名）
ベビーカーが一車両に数台ある時 1％（  1名）
ベビーカーが人にぶつかる（ぶつかりそうになる） 11％（  9名）
乗り降りに時間がかかる 10％（  8名）
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